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龍ケ崎市指定金融機関業務仕様書 

 
 

１ 件名 

   龍ケ崎市指定金融機関業務仕様 

 

２ 目的 

   本業務は、龍ケ崎市において指定金融機関が取り扱う公金の収納並びに支払いの事

務等を安定的に継続させることを目的とする。 

 

３ 履行場所 

  龍ケ崎市３７１０番地 龍ケ崎市 会計課 

 

４ 契約期間 

   令和９年１０月１日から 

   

５ 業務の内容 

   龍ケ崎市は、公金の収納や支払いを適正かつ迅速に行うため、地方自治法第２３５

条第２項の規定に基づいて指定する金融機関（以下「指定金融機関」という。）に、同

法及びその他の関係法令並びに龍ケ崎市財務規則その他の規定に従い、公金の収納業務、

支払業務及びこれに係る預金の取扱い等を委託する。詳細は、指定金融機関業務要件確

認書のとおり。 

 （１）派出窓口の設置と職員の派遣 

 （２）公金の収納 

 （３）公金の支払 

 （４）日報及び収支日計表 

 （５）ＥＢシステムによる公金取扱い 

 （６）残高証明書の発行 

 （７）ゆうちょ銀行口座からの収納処理 

 （８）市の資金調達や資金運用への対応 

 （９）指定金融機関業務の効率化の提案 

 

６ 収納代理金融機関との協定及び指導等 

（１） 指定金融機関は、公金取扱業務の円滑な遂行を図るため、収納代理金融機関と必

要に応じて収納取扱い業務に係る協定等を締結し、収納代理金融機関に対して適

宜の指導や連絡調整を図り、龍ケ崎市財務規則の規定を遵守させるとともに、公

金の出納に関する事務取扱いについて、すべての責任を負うこと。 

（２） 指定金融機関は、前号の協定等を締結したとき、又は当該協定内容を変更したと

きは、速やかに当該協定書の写しを添えて、その旨を龍ケ崎市に届け出ること。 
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７ 資金運用 

   指定金融機関は、公金の管理・運用について、確実かつ有利で効率的な運用のサポ

ートをすること。 

（１） 金利の動向や情勢、ディスクロージャーに関する情報や資料について、積極的に

提供し、運用等の助言をすること。 

 （２） 公金は、指定金融機関をはじめ複数の金融機関に預託することになるが、預け

入れ利率等について、指定金融機関として可能な限り優遇条件を提示するよう努

めること。 

 

８ 下水道事業会計 

地方公営企業法に基づく下水道事業会計に係る出納についても、龍ケ崎市と同様に

取り扱うこと。 

 

９ 馴馬財産区 

馴馬財産区会計に係る出納についても、龍ケ崎市と同様に取り扱うこと。 

  

10 年間経費 

 

 （１）納付書による収納 

 （２）振込手数料 

 （３）訂正手数料・組戻手数料 

 （４）派出窓口委託料 

 （５）資金移動・照会パソコンサービス契約料 

 （６）資金移動・照会パソコンサービス利用料 

 （７）法人インターネットバンキング利用料 

 

年間経費は、協定締結の概ね３か月前に、協議のうえ決定する。 

 

11 年間経費の支払時期及び方法 

   年間経費は、指定金融機関の請求に基づき、前期分（１０月１日から翌年３月３１

日まで）を５月末日までに、後期分（４月１日から９月３０日まで）を１１月末日ま

でに支払うものとする。ただし、資金移動・照会パソコンサービス契約料については、

利用開始月の翌月までに支払うものとする。 

 

12 収納及び支払いに係る費用 

   １０に記載する経費を除き、公金収納情報データ作成に係る手数料、口座振替（引

落し）に係る取扱手数料、コンビニ収納サービスに係る手数料等については、必要に

応じて別途協定を締結し、それ以外に関しては無償とする。 

 

13 損害賠償 

   公金取扱業務において、指定金融機関の故意又は過失によって龍ケ崎市に損害を及

ぼしたときは、指定金融機関はその損害の賠償に応じなければならない。 
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14 指定金融機関の担保 

   指定金融機関は、地方自治法施行令第１６８条の２第２項の規定により、責務とし

て、龍ケ崎市長が指示する金額（現金１，０００万円）を担保として提供すること。 

 

15 担保権の行使 

  龍ケ崎市は、１３に規定する事案が生じたときは、１４で規定する担保を賠償に充当

し、なお不足するときは、これを追徴するものとする。 

 

16 仕様の変更・指定金融機関の指定の解除 

 （１） 龍ケ崎市は、指定金融機関において、指定金融機関としての事務及び収納代理

金融機関の総括又は公金の取扱いについて、仕様に違反又は不都合の所為があっ

た場合、この仕様の一部又は全部を変更し、又は指定金融機関の指定を解除する

ことができるものとする。 

 （２） 前号の事由による仕様変更又は指定解除に際し、指定金融機関に損害が生じて

も、龍ケ崎市はその損害の責を負わない。 

 

17 事務引継、担保の返還 

 （１） １６の規定による指定金融機関の指定が解除されたときは、指定金融機関に属

する事務の全部及び公金を龍ケ崎市の指定する期間内に龍ケ崎市の指定する者に

引き継がなければならない。 

 （２） １５で規定する担保権の行使が行われない場合においては、引継ぎが完了した

後、龍ケ崎市は１４の規定により提供された担保を速やかに当該指定金融機関に

返還するものとする。 

 

18 守秘義務 

   指定金融機関は、この業務に関し知り得た龍ケ崎市の業務上の秘密を外部に漏らし、

又は利用してはならない。 

 

19 個人情報の取扱い 

   本業務に関する個人情報の取扱いについては、別紙「個人情報を取り扱う業務の委

託に関する特記仕様書」のとおりとする。 

 

20 その他 

  ① 龍ケ崎市は、指定金融機関が５に定める業務を遂行するに当たり、必要な資料等

を紙又は電子媒体で提供する。 

  ② 指定金融機関は、５に定める業務の一環として、龍ケ崎市からの質疑に対応する

こと。指定金融機関の派出窓口において解決できない事項については、指定金融機

関は問合せ先をあらかじめ定め、誠意をもってこれに対応すること。 

  ③ 指定金融機関は、法令等の定める規定を遵守し、公金取扱業務を厳正、迅速かつ

的確に行うこと。 

  ④ 本業務の履行に当たって必要な旅費交通費は、受注者の負担とする。 

  ⑤ 龍ケ崎市は、指定金融機関に対し、電話機１台を無償貸与し、使用に係る費用は

請求しない。 
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⑥ 龍ケ崎市は、指定金融機関が業務を遂行するに当たり、必要とする光熱水費は請求

しない。 

 

21 協議事項 

本仕様に定めのない事項については、龍ケ崎市と指定金融機関で協議するものとす

る。 

 


